






〔要約〕昭和 62 年 3 月から平成元年 12 月までの静岡県における妊婦 ATLA 抗体スクリー

ニング成績をみると,PA法またはEIA法による1次スクリーニングでの陽性率は0.52%(243

例/46,798 例),WB 法による 2 次検査後の最終陽性率は 0.33%(153 例/46,798 例)であ

り,37.0%(243 例中 90 例)が偽陽性と判定された。この偽陽性例について再評価すべく,1

次陽性血清を WB 法の band パターンで分類し,P19 の発現頻度の高い 16T 細胞を用いた IF

法を行った。WB 法陽性コントロールと一致する全ての band が認められた群では IF 法で

も陽性と判定された。しかし複数の band(p19,p24 など)を認めるも陽性コントロールの全

ての band が揃わない群では,IF 法は陰性であった。偽陽性を極力避けるべきであるとい

う妊婦スクリーニングの観点から,この前者のみを陽性とする厳しい WB 法判定基準を提唱

したい。


